
みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン事業の取組状況一覧

戦略１　圏域全体の経済成長のけん引

施策

施策 NO 事業名
指標の

推移状況

1 ものづくり人材育成事業 ↑ △

2 東京事務所共同運営事業 ↑

↑

3 業種間交流促進事業 ↑ ×

4 創業支援事業 ↑ ○

5 産学官連携の推進 ↑ △

6
圏域市町の連携による企業誘致の推
進

↑ ◎

ウ　地域資源を活用した地
域経済の裾野拡大 7 盛岡広域まるごとフェア開催事業 ↑ ×

8 食料品の輸出の促進に向けた検討 ↑ ×

9
圏域の産品を生かした洋生菓子の生
産拡大等に向けた検討

↑ ×

10 ６次産業化の推進 ↑ △

11
盛岡手づくり村における圏域産品等の
情報発信

↑ △

12 盛岡手づくり村振興事業 ↑ ×

エ　戦略的な観光施策
13 広域観光推進事業 ↑ ○

14 国際観光客誘致促進事業 ↑ ◎

16 ＭＩＣＥの誘致推進 ↑ ○

17 盛岡広域フィルムコミッション事業 ↑ △

18
いわて・盛岡広域観光センター運営支
援事業

↑ ○

19 教育旅行誘致事業 ↑ △

20 スポーツツーリズム推進事業 ↑ ○

イ　産業クラスターの形成，
イノベーション実現，新規創
業支援，地域の中堅企業等
を核とした戦略産業の育成

国内大会・合宿や事前キャンプの
受入件数

40件　（Ｈ27年度） 103件 127件/年 ８市町

教育旅行入込客数（学校数）
1,639校

（平成27年度）
1,624校 1,600校 ８市町1,459校

106件

圏域内外国人観光客入込数
44,342人回
(平成26年）

116,728回
(平成29年1～12月）

130,000人回
（平成32年）

県政策地域部「統
計年鑑」

いわて・盛岡広域観光センター来
訪者数

27,142人
（平成27年度）

41,026人 40,000人/年
いわて・盛岡広域
観光センター

26件 20件/年
（公財）盛岡観光コ
ンベンション協会

圏域内ロケ支援件数 63件（平成27年度） 62件 100件/年
盛岡広域フィルム
コミッション

ＭＩＣＥ開催助成件数 14件（平成27年度）

170,015回
(平成30年1～12月）

18件

53件

39,361人

9回 盛岡市

新商品開発延べ数
0件

（平成28年度末）
0件 6件 盛岡市

圏域内観光客入込数
1,000万人回
（平成26年）

首都圏等における物産展等を活
用した情報発信の延べ回数

0回
（平成28年度）

3回

950万人回
（平成29年1～12月）

1,049万人回 ８市町

3回

0件

未公表

現地研修，勉強会等により意見交換した
企業・団体等（個人起業者含む）の延べ
件数

0件
（平成28年度）

4件 16件
盛岡広域首長懇談
会食・農推進部会

4,765人
（平成27年度）

10,041人 8,200人
盛岡広域商工団体復
興応援観光・物産フェ
ア実行委員会

検討会議開催回数 2回　（平成28年度） 0回 2回/年 盛岡市

3,298人

0回

0回

4件

圏域市町における誘致企業延べ
数

2.件
（平成28年12月末）

4件 7件 ８市町

イベント入場者数

検討会議開催回数 2回　（平成28年度） 0回 2回/年 盛岡市

7件

大学との共同研究により開発され
た新商品延べ件数

11件
（平成28年12月末）

0人 120人 盛岡市

起業家塾＠もりおか参加者のうち
起業した者の数(累計)

3人
（平成28年度）

7人 16人/年 盛岡市

12件 19件 盛岡市，滝沢市

0人

12件

9人

観光物産推進に係るイベント支援
等回数

― ― 30回/年 盛岡市26

13

イベントへの参加者数
0人

（平成28年度）

△

資料1-2

事業

成果指標
（事業）

計画
策定時値

現状値1
（29年度）

目標値
（平成32年度）

出所・出典
（把握方法）

出前講座等の参加企業数 3社

現状値2
（30年度）

ア　産学金官民一体となっ
た経済戦略の策定，国の成
長戦略実施のための体制
整備

企業誘致推進に係る企業訪問等
の回数

― ― 50回/年 盛岡市

0社
（平成28年12月末）

0社 40社 盛岡市

◎ 目標値に達している。   〇 順調に推移している。 

△ 停滞している。   × 後退している。   － 把握できない。 
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みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン事業の取組状況一覧 資料1-2

戦略２　高次の都市機能の集積・強化

施策

施策 NO 事業名
指標の

推移状況

ア　高度な中心拠点の整
備，広域的公共交通網の構
築

21 (仮称）新盛岡バスセンター整備事業 → -

戦略３　圏域全体の生活関連機能サービスの向上

施策

施策 NO 事業名
指標の

推移状況

22
盛岡保健医療圏域における救急医療
体制に関する検討

↑ ◎

23 小児救急輪番制病院事業 → ○

24 第二次救急医療対策事業 → ○

　(ｲ)介護
25 医療と介護の連携事業 → ◎

26
盛岡広域シルバーケアＳＯＳネットワー
クシステム

↑ ○

　(ｳ)福祉
27 保育所の広域入所 → ○

28
配偶者暴力相談支援センター広域連
携事業

→

→

→

29 障がい者相談支援事業 → ×

　(ｴ)教育・文化・スポーツ
30 国体開催に係る取組状況と連携 ↑ 事業終了

31
全日本ジュニアスキー選手権大会アルペン競
技・種目スーパー大回転兼「世界アルペン開催
記念」全日本選抜ジュニアスキー選手権大会

→ ×

32
スポーツ施設広域利用促進に向けた
検討

→ ◎

33 日本遺産認定推進事業 ↑ 事業終了

34
特別天然記念物ニホンカモシカ滅失処
理事業

↑ 事業終了

ア　生活機能の強化に係る
　政策分野
　(ｱ)地域医療

事業

事業

現状値2
（30年度）

2,153便
（平成30年12月末）

現状値2
（30年度）

成果指標
（事業）

計画
策定時値

現状値1
（29年度）

目標値
（平成32年度）

0回 1回/年
盛岡広域首長懇
談会救急医療部
会

出所・出典
（把握方法）

盛岡広域首長懇談会の救急医療
部会の開催回数

1回（平成28年度） 1回

出所・出典
（把握方法）

7件 44件/年
盛岡市，八幡平市，滝沢
市，雫石町，岩手町，紫
波町，矢巾町

各史跡への来園者数
志波城　20,014人
徳丹城　8,661人
(H27年度)

志波城　26,040人
徳丹城　8,830人 ― 盛岡市，矢巾町

ニホンカモシカ滅失個体業務委
託対応数

6件（平成27年度）

志波城　14,767人
徳丹城　2,023人

7件

大会参加者数 312人（Ｈ27年度） 249人 312人
大会実行委員会
事務局

検討会議開催回数
0回

（平成28年12月末）
0回 1回/年 盛岡市

216人

1回

検討した連携項目のうち，連携可能
と判断し，実際に実施できた割合

100%（平成28年度） 100%（平成28年度）

圏域における障がい者の相談件
数

8,266件
（平成27年度）

100%（平成28年度） 盛岡市

5,371件

―

DV相談支援センターの相談件数
1,080件

(平成29年3月末）
914件 850件 盛岡市

盛岡市から各広域市町の保育所等へ，各広域
市町から盛岡市の保育所等へ入所を希望した
児童の内，入所に至った児童の割合

55.0％
（H29年3月末）

7,313件 8,300件/年 ８市町

64.80%

837件

ＤＶ出前講座回数
（広域７市町）

１回
(平成29年3月末）

２回 ４回 ４回 盛岡市

デートＤＶ予防啓発講座受講者数
185人

(平成29年3月末）
700人 1,053件 900人 盛岡市

8回
（平成28年10月末）

33回 ８回/年
（一社）盛岡市医
師会

67.40% 77.4% ８市町

33回

464件
盛岡広域シルバーケアSOSネット
ワークシステム登録延べ件数

290件
（H28年10月）

337件

5,666人
（平成27年度）

5,735人 5,800人/年
盛岡地区二次救急
医療対策委員会

二次救急輪番日患者数
16,523人

（平成27.年度）
16,255人 17,000人/年

盛岡地区二次救急
医療対策委員会

小児救急輪番日患者数

600件 各警察署

5,359人

16,207人

広域８市町で参加できる公開講
座等の開催件数

盛岡バスセンターからのバス発着
便数

2,153便
（平成30年12月末）

― 2,153便
盛岡バスセンター
発着バス時刻表

成果指標
（事業）

計画
策定時値

現状値1
（29年度）

目標値
（平成32年度）

○

◎ 目標値に達している。   〇 順調に推移している。 

△ 停滞している。   × 後退している。   － 把握できない。 
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みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン事業の取組状況一覧 資料1-2

施策

施策 NO 事業名
指標の

推移状況

ア　生活機能の強化に係る
政策分野 35 もりおか就職面談会等 ↑ ×

　(ｵ)地域振興
36 若者の就業支援事業 → ◎

↑ ×

　(ｶ)災害対策
37 自然災害等対策推進事業 ↑ ○

38 震災対応事業 ↑ ×

39 南岩手山岳遭難対策事業 → ◎

　(ｷ)環境
40

県央ブロックごみ・し尿処理広域化基
本構想支援事業

↑ 事業終了

72
(仮称)盛岡広域鳥獣被害防止対策協
議会事業

↑ R1年度～

73 岩手県央へい獣処理協議会事業 ↑ R1年度～

41 幹線道路整備事業（津志田白沢線） ↑ ○

42
幹線道路整備事業（市道谷地頭線（厨
川工区））

↑ ○

　(ｲ)地域内外の住民との
　交流・移住促進 43 インターンシップ事業 ↑ ×

67 ＵＩＪターン就職支援事業 ↑ △

68 盛岡広域移住・定住促進事業 ↑ ○

69 地域おこし協力隊活動支援事業 ↑ ×

44 消費者行政の共同実施 ↑ ○

70 電子入札等基盤整備事業 ↑ ○

ウ　圏域マネジメント能力の
強化に係る政策分野　(ｱ)
人材の育成

45 人材の育成 ↑ ×

　(ｲ)圏域内市町の職員等
　の交流 46 圏域内市町の職員の交流 → ◎

47 国保盛岡地区協議会事業 ↑ ◎

施設整備率
0%

（30年12月現在）
― 0% 100% 矢巾町

0ｍ

0ｍ

49企業 ８市町

整備予定区間（第1工区）内の供
用延長距離

0ｍ
（平成28年度）

0ｍ 160ｍ 盛岡市

施設整備率
0%

（30年12月現在）
― 0% 100%

新岩手農業協同
組合

50% 業務統計による

１回/年
盛岡広域首長懇談
会人材育成部会

８市町

98.50%

7.10%

１回

広域他市町の研修に参加した職
員の割合

7.6％
（平成27年度）

8.20%

圏域の消費生活相談における解
決率

国保盛岡地区協
議会事務局

検討会議開催回数
１回

（平成28年度）
１回

98.40% 99%

22.20%

0%

広域市町からの
聞き取り

地域おこし協力隊着任期間後の
定着率

50.0％
（平成27年度）

50.00%

9.00%

65%

98.7%
（平成27年度）

320人
国民健康保険事業に関する会
議・研修会の参加者数

318人
（Ｈ28年度）

365人 318人/年

盛岡市

入札参加資格申請の電子化率
0%

（平成29年度）
―

作成した冊子の配布数
0冊

（平成29年度）
― 1,000冊

広域市町からの
聞き取り

0冊

整備予定区間内の新設歩道（北
側）の供用延長距離

0ｍ
（平成28年度）

0ｍ 200ｍ 盛岡市

盛岡公共職業安定所管内への就
職率

38.1%
（平成28年度）

39.10% 40%
盛岡公共職業安
定所

インターンシップへの参加事業者
数

64企業
（平成28年度）

85企業 120企業

38.30%

周年行事の参加者数
2,650人

（平成28年３月）
2,600人 4,600人

28回
（平成28年度）

28回
県央ブロックごみ・し
尿処理広域化推進協
議会事務局

盛岡広域首長懇
談会

南岩手山岳遭難隊員の訓練受講
者数

50人
（平成27年度）

54人 50人/年
南岩手山岳遭難対
策委員会事務局

2,100人

79人

県央ブロックごみ・し尿処理広域
化推進協議会関係会議開催回数

18回
（平成28年12月末）

ジョブカフェいわての利用者数
32,310人

（平成27年度）
42,851人 31,000人/年 ジョブカフェいわて

132人

51,501人

災害用非常食糧の備蓄数
38,240食

（平成29年３月末）
47,910食 87,000食

もりおか若者サポートステーションの
支援を受けて就職を決定した人数

116人
（平成27年度）

69人 140人/年

８市町

50人

56,265食

もりおか若者サポー
トステーション

面談会への参加者数 146人（平成27年度） 305人 310人/年 盛岡市

事業

成果指標
（事業）

計画
策定時値

現状値1
（29年度）

目標値
（平成32年度）

出所・出典
（把握方法）

現状値2
（30年度）

―

イ　結びつきやネットワーク
　の強化に係る政策分野
　(ｱ)道路等の交通インフラ
　の整備・維持

　(ｳ)上記に掲げるもののほ
　か，結びつきやネットワー
ク
　の強化に係る分野

◎ 目標値に達している。   〇 順調に推移している。 

△ 停滞している。   × 後退している。   － 把握できない。 
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